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広島女学院は10月１日に、130歳の誕生日を迎えました。学院ではこれを記念して９月24

日に、100周年を記念して建てられたゲーンスホールで、講演会・オルガン演奏会を開催し

ました。講演は院長である湊先生によって「女子教育が世界を変える」と題して、明治期か

ら今日まで女子教育に貢献してきた人々やその成果について、またこれからの女子教育が目

指すものとして、世界平和への貢献、発展途上国支援など求められる場所や立場に関心を持

ち出ていく働き、そして就職という観点に留まらず女性の生涯を通して築き上げてゆくライ

フキャリアの形成について力強く語られました。続くパイプオルガンコンサートは、この日

のために東京から駆けつけてくださった、湊先生のご長女の内海恵子さんとその御嬢さんの

彩花さんによるものでした。教会オルガニスト、また演奏家として活躍しておられ、ＣＤも

リリースしておられる恵子さんと、現在音楽大学在学中で教会でのオルガン奏楽も担当しな

がらまさにこれからが期待される彩花さんは、手足すべてを使って演奏するオルガン演奏の

実況映像も交えて、バッハを始めとする独奏曲と、親子によるオルガン連弾曲も披露してく

ださいました。親子３代、各々の世代による、また信仰を土台としたキリスト教教育を受け

て育ってこられた３人の女性によるステージは、湊先生の御講演の中の「生涯にわたる女性

のライフキャリア」という一つの主題を象徴的に表しているようで大変興味深いものでした。 

この前日には、中高の生徒全員を対象にこのお二人による創立130周年記念オルガンコン

サートを開いて頂きました。いつもホール礼拝の時には讃美歌伴奏や入退堂のオルガン奏楽

があり身近な楽器ではありますが、オルガン音楽を中心にじっくり鑑賞する機会は稀なので、

皆でその響きを堪能し豊かな時を持つことができました。普段、奏楽してくださっている中

高の先生方が２段の手鍵盤と足鍵盤をどのように使って弾いておられるのか、そのご苦労も

想像できたことでしょう。 

さて、10月を迎え高２沖縄修学旅行、中３長崎研修旅行、中１バイブルデイキャンプ、  

遠足等があります。今年は台風の発生も多く行事への影響が心配される面もありますが、各

行事を通して生徒たちが豊かな経験をし、成長してくれることを期待しています。また、 

ＰＴＡにおかれては11月のバザーを控えて、様々な準備に忙しくなってくる時期であると思

いますが、どうぞよろしくお願いいたします。その中にあって保護者の皆様同士の豊かな交

流がなされる場となりますことを願っております。 

聖書の言葉  

「 主ご自身が立ててくださるのでなければ家を建てる人の労苦はむなしい。」 

  旧約聖書詩篇 127編１節 

                                    (校長) 
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中村 哲さん講演会 

９月７日（水）、６・７時間目に国語科主

催の文化講演会がありました。２年に一度

高校生を対象に、著名な人を招いて講演を

していただく行事です。今年はペシャワー

ル会（福岡にあるアフガニスタンへの援助

ＮＧＯ）の現地代表をしておられる中村哲

（なかむらてつ）医師をお招きしました。

西南学院中高のご出身のクリスチャンでい

らっしゃることからも、キリスト教強調週

間の講師として来ていただきたいような方

でしたが、１年間の多くをアフガニスタン

で活動しておられるため、これまでかない

ませんでした。中村先生は卓越した文章で

多くの本を出版されています。（「花と龍」

「麦と兵隊」などで知られる作家の火野葦

平は先生の伯父にあたります。）国語科では

１学期の終わりから著作の紹介、現地での

活動の様子を伝えるＤＶＤを授業でみせる

など、準備をしてきました。当日は映像を

示しながら、アフガニスタンについてのこ

の40年間の歴史的、地理的状況のお話から

始まりました。生徒・教員ともども、医療

に恵まれない地域での医者としての献身的

なお働きと、

紛争の続くア

フガニスタン

に生きる人々

の苦境に次第

に引き込まれ

ていきました。 

中村医師が、井戸を掘り用水路を拓くこ

とを医者であることより優先するのは、命

を救うためには何よりも水、そして水がも

たらす農地である、との確信からでした。

仕事をして「食べていける」土地こそが

人々を故郷につなぎ止め難民化を食い止め

る唯一の方法なのだと言われました。未曾

有の大干魃のため果てしなく続く乾いた土

地。そこに完成した水路に大河から引いた

水がはじめて流れていく映像は感動的で、

どこまでも現地の人とともに働く先生の姿

勢が強く印象に残りました。そしてこの偉

大な事業が全て日本の市民からの募金で成

り立っていると知ることで日本とアフガニ

スタンのつながりを実感しました。大きな

機械を持っていって近代的な工法で土木工

事をするのでなく、現地のやり方を尊重し、

日本の江戸時代の工法を研究して現地に生

かしておられるのも興味深いことでした。

お話が聞けなかった中学生も見られるよう

に、中村先生の活動のパネル展示も行いま

した。先生が座右の銘を書いてくださった

色紙は高校２階廊下に展示してあります。

また、ＨＰにも記事がありますのでそちら

もご覧ください。 

（国語科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・６平和祈念式・平和記念礼拝 

生徒・教職員350余名が原爆の犠牲となっ

た体験が本校の平和教育の原点となってい

ます。 

８月６日（土）午前

10時より、ご遺族の方

をお迎えして平和祈念

式がありました。式辞

は湊院長、追悼のこと

ばは同窓会長の大矢みどりさん、中学礼拝

委員が６月の平和を祈る週に中学全校生徒

で折った千羽鶴を捧げ、

高校茶道部が献茶をし、

中学ＹＷＣＡ部が献花

でハンドベルを演奏し

ました。 

同日午後１時30分からは、ゲーンスホー

ルで、中１、中３、高２の生徒が出席し、

多くの来訪者の方々と共に、岡村悦弥先生

（日本バプテスト連盟牧師）をお迎えして

平和記念礼拝をまもりました。 

夏休みの 
報 告
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岡村先生は、16歳の時、動員先の南観音

の三菱造船所（爆心地から３㎞）で被爆し

ました。その体験を「ピカッと光り顔を上

げた途端、ドンと爆風が来てみんな工場の

外へ飛び出した。鉄骨を残して壁や窓ガラ

スが壊れ降りかかってきた。町のほうを眺

めると白いキノコ雲が立ち上り、黒煙と赤

い炎に包まれた。５時ごろ帰宅を許可され、

血を流し火傷を負った無残な人々の姿を目

にしながら、己斐・横川を通って牛田の自

宅をめざした。助けを求める声を耳にしな

がら通り過ぎてしまった。なぜ助けてあげ

なかったのか、今もその声が耳に残ってい

る。」と語られました。 

戦後、日本もマニラや南京を破壊したと

知りました。キリスト教学校である西南学

院で出会ったロジャー先生が「アメリカは

ひどいことをしました」と涙を流された姿

に感激して牧師になり、「こうしてキリスト

は、双方をご自分

において一人の新

しい人に造り上げ

て平和を実現し、

十字架を通して、

両者を一つの体と

して神と和解させ、十字架によって敵意を

滅ぼされました。」（エフェソの信徒への手

紙２章15～16節）とある、平和と和解の福

音を伝えるために働いてこられました。 

          （宗教教育委員会） 

 

中２チャレンジキャンプ 

今年も中学２年生が、７月末にチャレン

ジキャンプを行いました。頼もしい高校生

リーダーと共に芸北の豊かな自然の中で非

日常を経験し、一回り大きく成長しました。 

当日は天候にも恵まれ無事に登山や飯盒

炊さんを行うことができました。今年は７

月に雨がよく降ったため、カレー作りでは

薪が湿ってなかなか火が付かずとても苦労

していたグループもありました。２日目、

このキャンプでの最大の目標である恐羅漢

登山では、初めの急な斜面を見て不安を感

じながらも、リーダーと励まし合いながら

一歩ずつ登り、全グループ無事に山頂に着

くことができました。広島で一番高い山に

登りきった達成感はとても大きかったよう

で、下山後の中２は安心した表情の中にも

あきらめずにチャレンジし、やり遂げたと

いう自信がついた様子でした。そして、下

山後から帰校までの様々な活動の中でも、

たくましさや自主性、周りの人への気遣い

など、出発時に比べると明らかに成長した

姿を目にする機会が増えていきました。 

生徒の感想からは、このキャンプで非日

常を体験し、困難にぶつかったことで、仲

間の存在の大きさを実感したこと、そして

日ごろの生活への感謝、家族や親への感謝

などを素直に表現していました。この成長

をぜひこれからの学校生活に生かしてもら

いたいと思います。 

最後になりましたが、みんな

で見た満天の星空はとてもきれ

いで、忘れられない素敵な思い

出となりました。２学期からの学校生活で

もたくさんの行事があるので、良い思い出

を作ってもらいたいと願っています。 

（チャレンジキャンプ委員会） 
 

夏期海外生活体験学習 

７月 25 日（月）～８月 10 日（水）まで

中３生徒 16名は、オーストラリア・メルボ

ルン郊外に位置するキルビントングラマー

スクールでのホームステイ研修に参加しま

した。 

 到着した当初は英語しか通じない環境や

生活習慣の違いに戸惑っていましたが、

徐々に発言や質問をすすんでできるように

なりました。また、日本語や体育、芸術な

ど様々な授業に参加させていただき、グル

ープやペアでの活動をしながら現地の生徒

達と交流しました。 

８月５日には”Peace Day”として、広島

や平和に関するプレゼンテーションを行い

ました。生徒達は日本で準備してきたパワ

ーポイントを見せながら、原爆や広島の復
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興、女学院での平和活動、最近の原爆観に

ついて英語で説明をしました。キルビント

ン生達はとても真剣に聞いてくださいまし

た。その後、ともに黙とうを捧げ、平和を

祈りながら折鶴を折りました。 

 ２週間というわずかな時間でしたが、生

徒達は英語力の向上もさることながら、自

らすすんで行動することの大切さ、異文化

におけるコミュニケーションの取り方など、

研修を通してたくさんのことを学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グローバル教育推進部） 
 

Ｐｅａｃｅ Ｆｏｒｕｍ 

８月６日（土）・７日（日）の２日間に渡

り、本校主催で Peace Forum を実施しまし

た。このプログラムは今年で８回目となり

ますが、当初はハワイのプナホウ高校との

交流を目的に、小規模でスタートしたもの

です。今年は、本校生徒 40 余名に、プナホ

ウ高校（ハワイ）、沖縄尚学高校、関西創価

高校、武田高校（東広島）、盈進高校（福

山）から 60 名以上が参加し、参加者は 100

名を超える大規模なものとなりました。 

６日は平和記念礼拝に始まり、その後は

中東諸国から集まった先生方との交流会を

持ちました。女学院生は日ごろの平和・国

際貢献の活動について英語でプレゼンテー

ションを行いました。 

７日は、ＮＰＴ（核拡散防止条約）が抱

える問題点とその解決案について、各校が

準備してきたプレゼンテーションを行い、

ゲストスピーカーである土岐雅子氏（ミド

ルベリー国際大学院モントレー校）および

荊尾遙氏（広島県平和推進アドバイザー、

本校卒業生）から講評をいただきました。

これらを踏まえて、午後からはグループに

分かれ、午前中の発表で提示された案を深

めてよりよいものにするため、生徒主導で

ディスカッションを行いました。司会、最

終プレゼン作成、タイムキーピングなど、

すべて生徒が行いました。 

今回のＮＰＴというテーマは高校生にと

っては非常に難しいものであり、議論を深

めるのは困難を極めたようです。中には、

まったく合意に至らなかったグループもあ

りましたが、最終的にはゲストの方々から、

「このような議論において合意に至らない

ことは稀ではない。その難しさがわかった

だけでも収穫があったと言える。これから

も新情報にアンテナを張り、世界中でどの

ような出来事が起こっているかを常に意識

してほしい。」との温かい励ましの言葉をい

ただきました。実施にあたり多くの準備を

要しました。準備にあたってくれた生徒の

みなさん、本当にお疲れ様でした。 

（グローバル教育推進部） 
 

東北研修 

８月８日(月)～10日(水)に行われた、ハ

イスクール世界サミットin福島に高１生徒

２名と高２生徒３名の計５名で参加しまし

た。このサミットには東北の高校生を中心

に東北以外の全国の高校生、海外の高校生

が集まりました。初日は東日本大震災から

５年が経過した被災地域を見学し、被災者

の方からお話しを聞きました。現地で実際

に見る被害の爪痕に生徒たちは言葉を失っ

ていました。２日目からは大学生のファシ

リテーターを中心にグループに分かれ、防

災・減災に向けた社会基盤のあり方や、地

域の防災力向上に向けた人材のあり方など

についてグループごとにディスカッション

を重ねていきました。はじめは自分の意見

を言えなかった生徒たちですが、時間が経

つにつれ積極的に発言できるようになりま

した。最終日にはグループごとに意見発表

を行いました。他校の高校生から多くの刺
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激を受け、福島で学ぶことで生徒たちは大

きく成長することができたと思います。 

（グローバル教育推進部） 

 

署名実行委員会の夏の活動 

７月31日（日）に「核廃絶！広島・中高

生による署名キャンペーン」の結団式を行

いました。結団式では、広島平和文化セン

ターや平和首長会議・広島市市民局平和推

進課のご協力をいただき、松井一實広島市

長、岩崎静二広島平和文化センター常務理

事、湊晶子院長に激励のお言葉をいただい

て、夏の署名活動を始めました。署名活動

は、７月30日・31日、８月２日・４日・５

日に、元安橋・原爆ドーム周辺・本通りパ

ルコ前・八丁堀福屋前で行い、本校生徒を

はじめ、市内からは修道高校・ノートルダ

ム清心高校・広島学院高校・広島皆実高

校・広島文教女子大学附属高校・崇徳高校、

県内からは盈進中高・広島大学附属福山高

校、県外からは沖縄尚学高校・おかやま山

陽中高・神戸国際大学附属高校・平安女学

院中高・プール学院高校・松蔭中高、ハワ

イからプナホウ高校が参加し、累計で約590

名の中高生が参加してくれました。多くの

方のご協力を感謝します。 

交流会では、７月20日（水）に広島学習

で来校した女子学院の高校１年生のうち、

15名が本校に来校し平和について互いに話

し合い、交流を深めました。また、８月８

日（月）～８月９日（火）には「平和と

は？中高生がその実現のために明日から何

ができる？」を主題として神戸女学院・金

城学院・広島女学院の交流会を行いました。

１日目には開会礼拝後、神戸女学院高校の

生徒がファシリテーターをつとめてワーク

ショップ「私とあなたを隔てるもの」を行

い、広島女学院高校からは平和クイズと

「署名実行委員会の活動について」のプレ

ゼンテーションを、金城学院高校からは

「WE 私たちだからできること」という題

でプレゼンテーションを行って、その後デ

ィスカッションを行いました。２日目は、

平和公園で慰霊碑めぐり、原爆ドーム前と

元安橋で街頭署名活動を行い、広島平和記

念資料館の見学を行って閉会となりました。

キリスト教主義で女子教育を大切にしてき

た３校は、姉妹が集まったようで、互いに

よく理解しあえるものを持ちながら、各校

の特徴をいかしながら、平和について考え

ることができました。今年初めての試みで

したが、実りのある交流会となりました。 

その他、８月６日には朝から原爆死没者

慰霊式、並びに平和記念式典に参加し、夕

方からはマツダスタジアムで行われた「継

承」をテーマとしたピースナイター（広

島・巨人戦）の大型ヴィジョンで、署名活

動とヒロシマ・アーカイブについて紹介さ

れました。また、８月23日（火）には、首

都大学東京から大学院生の田村賢哉さんの

指導を受けて、11月に工学院大学附属中学

の広島研修旅行で行うヒロシマ・アーカイ

ブを使ったフィールドワークに向けて、研

修プログラム開発のワークショップを行い

ました。忙しいながらも多くのことを学ん

だ夏休みとなりました。 

（署名実行委員会） 
 

夏の碑めぐり 

今年も碑巡りボランティアが活躍してく

れました。案内校は６校で、東京の香蘭女

学校、玉川聖学院、群馬の共愛学園、新潟

の敬和学園、大阪ＹＭＣＡ国際専門学校、

関西創価でした。 

厳しい暑さのなか、体調を整えて頑張っ

てくれました。自分の意見を織り交ぜなが

らの慰霊碑案内はどの学校からも非常に評

価が高く、これからも自分の心と言葉で案

内に厚みをもたせてほしいと思います。今

後は９月の啓明学院、冬のフェリス女学院

と続きます。まだやったことがない人はぜ

ひ参加してみてくださいね。次回募集はフ

ェリス女学院の予定です！！  

（碑巡り担当）  
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保健室だより（５） 

～休息を上手にとりましょう。～ 

夏休みも終わり、朝夕は涼しくなってま

いりました。 

季節の変わり目は、結構、身体の調子が

くずれやすいものです。 

遠足、文化祭など何かと行事の多い２学

期です。 

いつもより意識して体調を整えるよう心

掛けましょう。 

なお、夏休み中等に学校管理下で事故や

けがにあった人は、担当の先生（授業中：

その授業の先生、部活中：部活の顧問、登

下校中：担任）に自分で申し出て事故届を

書いてもらい、その後、受診した場合には、

学校安全会に提出する書類を保健室までと

りにきてください。毎月７日頃、受診した

病院に書いていただいた書類とともに申請

しています。（災害の給付範囲は、学校の

管理下の事由によるもので療養に要する費

用の額が5,000円以上のもの。その際のタク

シー代等は給付されません。） 

今学期も学校生活と家庭生活のバランス

をうまくとりながら疲れたら無理しないで

早めに休むなど工夫していきたいものです。 

（保健室） 

 

心の健康（５） 

10 月は気候がいいので、学校でも町内で

も行事が多くなります。行事に参加すると、

どうしても他の人に気を使い、人間関係の

ことで頭がいっぱいになります。人との交

流は喜びを感じ、やる気が出てきます。ま

た、充実感や満足感も得ます。だけどそれ

だけではなく、とても疲れます。心も体も

疲れます。 

活動の後は休息を。外の世界に心を向け

行動した後は、静かに自分の内面に向かい

合いましょう。 

子どもはいろんな姿で疲れを示し回復し

ようとします。寝てばかりいたり、喋りま

くったり、不規則な生活をしたり、と。大

人は慌てないで、バランスの視点を持つこ

とで状況を理解していきましょう。 

（カウンセラー） 

 
 
 
 
 
生徒の活躍 

《中学》 

◇中学卓球部 

 ＊第 64回広島市中学校総合体育大会 

     （中・南区大会）  

    団体：Ａ・Ｂチーム共に１位 

    個人：11名が市大会に進出 

      ２名がベスト４入賞 
 

◇中学新体操部 

  ＊第 64回広島市中学校総合体育大会 

    団体：Ａチーム １位 ⇒県総体出場 

         Ｂチーム ３位 
 
◇中学ソフトテニス部 

＊第 64回広島市中学校総合体育大会 

（安芸・中ブロック大会） 

   団体：３位 
 
◇中学放送部 

＊第 33回ＮＨＫ杯全国大会 

朗読部門 

Ｎ・Ｈ（３－２） 優良賞 
 
◇中学合唱部 

＊第 83回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 

広島県コンクール 中学校の部  銀賞 

＊第 55回広島県合唱コンクール  金賞 

    ⇒中国大会へ進出 
 
◇個人の活躍 

＊広島県中学校水泳競技選手権大会 

 Ｎ・Ｒ（３－３） 

   200m個人メドレー ６位 

Ｋ・Ｙ（１－１） 

      400m自由形    ５位 
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＊広島市中学校総合体育大会 

水泳競技の部 

   Ｎ・Ｒ（３－３） 

   200m背泳ぎ    ３位 

   200m個人メドレー ６位 

Ｋ・Ｙ（１－１） 

   400m自由形    ３位 

   200mバタフライ  ３位 

Ｇ・Ｒ（２－５） 

   50m・100m自由形 

   ⇒以上３名、県総体への出場権獲得 

＊広島県中学校総合体育大会 

水泳競技の部 

Ｋ・Ｙ（１－１） 

400自由形       ４位

   200mバタフライ  ７位 
 
《高校》 

◇高校卓球部 

＊広島市高校卓球選手権 

   団体：３位 

個人：ダブルス 

    Ｓ・Ｍ（２－Ｅ） 

Ｋ・Ｒ（１－Ｄ）５位 
       
◇高校新体操部 

＊広島地区高等学校秋季新体操競技大会 

   個人：二部種目別リボン 

       Ｉ・Ｈ（２－Ｃ）２位 
 
◇高校水泳部 

＊広島地区秋季水泳競技大会（新人戦） 

   総合成績  女子８位 

    Ｙ・Ｃ（２－Ａ） 

    100m背泳ぎ    ４位 

   200m背泳ぎ    ７位 

Ｔ・Ｍ（１－Ａ） 

   400m個人メドレー １位 

   200m個人メドレー １位 
    
◇高校音楽部 

＊第 83回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール 

  広島県コンクール  銀賞 

＊第 55回広島県合唱コンクール 金賞 
 

◇個人の活躍 

＊平成 28年度メイプル賞受賞 

   Ｎ・Ｙ（１－Ｅ） 

表彰理由：第 39回ﾋﾟﾃｨﾅ･ﾋﾟｱﾉｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝ 

       全国大会決勝 

        連弾上級 金賞 
 
《中高》 

◇中高吹奏楽部 

＊第 57回広島県吹奏楽コンクール 

  高等学校Ａ部門  金賞 
 
◇個人の活躍 

＊広島県中高生ドローイング大賞展 

   Ｓ・Ｓ（３－１） 奨励賞 

Ｎ・Ｙ（１－１） 奨励賞 

Ｍ・Ｔ（１－Ｄ） 入選 

   Ｆ・Ｙ（３－１） 入選 

   Ｓ・Ｙ（３－４） 入選 

   Ｉ・Ｒ（２－２） 入選 

   Ｎ・Ｅ（２－５） 入選 

   

教職員の動向 

○２名の教員の方々が退職されました。本

当にありがとうございました。今後のご

活躍をお祈りいたします。 

加川 貴美子（養護） 在職 ２年５ヵ月 

佐藤 紫帆（地公／非常勤講師）在職 ５ヵ月 

○英語科の前瑛子先生が８月16日より産休

に入られました。 

○９月より新任の木坂祥希先生（非常勤講

師）に中２・３の地公を担当していただ

くことになりました。 

○美術科の田畑あゆみ先生が８月23日に結

婚されました。おめでとうございます。

新家庭の上に神様の豊かな祝福がありま

すようにお祈りいたします。 
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10 月行事予定 

 
今月の聖句 

わたしは、戦いを立派に戦い抜き、決め

られた道を走りとおし、信仰を守り抜きま

した。 

 （テモテへの手紙二 ４章７節） 

女学院の創立者、砂本貞吉先生の墓標に

は、この聖句の文語訳「善き戦闘を闘い、

走るべき道程を果たし、信仰を守れり」が

刻まれています。1856 年広島の地に生ま

れ、２歳で鎖国の終わり、13 歳で明治維

新、17 歳でキリスト教禁教の終わりを経

験、そのような時代にアメリカに渡り、キ

リスト教に入信し、広島の地にキリスト教

に基づいた女子教育機関を創設するという

のは想像を絶するチャレンジだったことで

しょう。 

激動の時代の中にあって、変わることの

ない真理を見つめ、“ぶれない生き方”を

貫いた創立者の生き方から、創立 130 周年

にあたって改めて学ぶものがあるのではな

いでしょうか。 

（聖書科Ｔ．Ｍ） 

 

45分授業　1限8 :40～

創立記念特別礼拝

保護者対象入試説明会

高1駿台全国模試（希望者）

私学フェスタ（広島）

3 月

1～3限土曜授業

　　　高2修学旅行

5 水 　　　　　　中3研修旅行

6 木

　　　中1バイブルデイキャンプ

　　　中2,高1・3遠足

高3ベネッセ駿台記述模試

英語検定（学校実施）

9 日 英語検定（本会場実施）

体育の日

高3河合ﾏｰｸ模試（希望者）

11 火 7限高1PTS（選択科目）

12 水

13 木

14 金

4限高2PTS（選択科目）

保護者対象入試説明会

16 日

17 月

木曜授業　1限8：55～

　　　　中間テスト（高2・3）

　　　　（中1・2・3,高1）

　　　1限：8：55～　15分休憩

20 木 　　　1限：8：55～　15分休憩

21 金 　　　1限：8：55～　15分休憩

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

中間テスト素点確認

高1・2進研模試（5限まで）

6限　高1・2LHR       高 6限で終了

高3ベネッセ駿台ﾏｰｸ模試（全日）

中　1～4限　学力推移調査

　　5～6限　授業

1 土

10 月

2 日

4 火

7 金

8 土

31 月

15 土

18 火

19 水

 


